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第��回 音楽情報科学研究会 開催のご案内
�情報処理学会 音楽情報科学研究会，日本音響学会 音楽音響研究会，電子情報通信学会 音声研究会 共催研究会�

日時� ����年 �月 ��日 �木�，��日 �金�

会場� 〒 ��	
�� 神奈川県厚木市森の里若宮 	
� ���厚木研究開発センタ講堂及びプレゼンテーションルーム
��� 小田急線愛甲石田駅下車 �新宿から急行で約 

分�，北口バス乗場 �番から「森の里青山」行か
「松陰女子短期大学」行にて�通信研究所前�下車 �約 ��分�

���小田急線本厚木駅下車 �新宿から急行で約 

分�，東口バスセンタ �番から「小野橋経由森の里青山」行，
又は �番から「小野橋経由森の里青山学院大学」行にて�通信研究所前�下車 �約 �
分�

スケジュール
����� �	��� 
 ����� 研究発表 ����
 
 デモンストレーション� ビデオデモ �ビデオふぇすた厚木����

����� ����� 
 ����� 研究発表
� 研究発表 �

�月 ��日 �木�
�� 音楽音響国際シンポジュウム ��報告 �������� ������ !" #�$�� 中村 勲 �帝京平成大��井戸川 徹 �埼玉工大��

田口 友康 �甲南大��永井 洋平 �ヤマハ��永井 啓之亮 �筑波大��足立 整治 ���%�

�� 楽音の波形構造と音色知覚について&三味線，ホーミー，口琴の場合& 高澤嘉光 �電気通信大学�

	� $'展開を用いた歌唱音源システム 足立雅人 ��株�コルグ��新井清嗣 ��有� イクスクラ�

�� ((( 上での歌声による曲検索システム 園田 智也，後藤 真孝，村岡 洋一 �早稲田大学�


� アンサンブル実演奏の自動アンミキサ 柏野邦夫�村瀬 洋 ����研究所�

�月 ��日 �金�
�� ����)*��+, �*�-, を用いた楽音の接続について 榊原 健一� 小坂直敏 ����研究所�

�� 物理モデルによるモーフィングにおける音色知覚 引地 孝文，小坂直敏 ����研究所�

�� $+!� +.- /"+)-
� 0 事例ベースの演奏表情生成システム 0

鈴木泰山�宮本朋範�西田深志�徳永健伸�田中穂積 �東京工業大学�

�� 譜面情報による楽曲の特徴付けの検討 鈴木 真人� 杉山 雅英 �会津大学�

��� 音声分析変換合成法 ��%��12�における音源情報の精密化について
河原英紀 �和歌山大学���%�，片寄晴弘 �和歌山大学�イメージ情報研�

��� 母国語の違いによる音色知覚の差 村瀬邦子 他 �トマティスジャパン�

��� 日本の「声の音楽」の諸相 0 共通の歌詞を用いた邦・洋楽の歌唱表現法の比較の試み 0 中山一郎 �大阪芸大�� 他

�	� 音声教育のための中国語有気無気音の識別 田 嘉鵬，三輪 譲二 �岩手大学�

��� 音声認識における �段窓セグメント単位入力の有効性 二宮 和則� 大槻 恭士� 大友 照彦 �山形大学�

問い合わせ先� 小坂直敏 ���基礎研究所情報科学部音表現研究グループ〒 ��	
�� 神奈川県厚木市森の里若宮 	
�
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このプログラムは暫定版です．本研究会に関する最新の情報は� 『音楽情報科学研究会ホームページ』
��������������	�	��
���
��
������������ にて随時掲示して行く予定です．

第��回 音楽情報科学研究会 開催と研究発表募集のご案内

来年 ����� 年� 
月の研究会は，情報処理学会 3% 領域研究会 ���1�#� を含む �研究会，ただし来年度から �研究会�

による合同研究会の一環として，以下のように開催されます．

日時� ���� 年 
 月 �� 日 �水� �	��� ～ �� 日 �金� �����

会場� 総合研究大学院大学 セミナー室 湘南国際村センタ研修室

�



会場は神奈川県葉山近くの湘南国際村内にあります．ご発表・ご参加とも，よろしくお願いします．なお敷地内での宿
泊施設の用意もありますが，申込が必要です．詳細は確定次第，お知らせいたします．

����年度 音楽情報科学研究会 開催計画�予定�

皆様の多数の参加をお待ちしています．

月 ��～��日神奈川 湘南国際村「3%領域研究会」 �月北海道「夏のシンポジウム」
��月東海地区を予定 ��月関西地区を予定
�月 ��～��日厚木 ���厚木研究開発センタ

連絡委員募集のお願い

当研究会の企画・運営を担当する来年度連絡委員を若干名募集します．��1�#� のために一肌脱いでやろうという方，
こういった企画を実現したいという方はぜひご応募ください．報酬は��� ありません．すべてボランティアです．ご連絡・
お問い合わせは下記まで．

平賀 譲 〒 	�
 つくば市春日 �
� 図書館情報大学
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������ 第��回 研究発表会 報告・質疑記録

����年��月��日 早稲田大学 理工学部

��� 音声認識とピッチ検出を併用した歌声の自動伴奏
東 英司，橋本周司 �早大�

記録� 東英司 �早大�

�� 堀内 �千葉大� このシステムはどういう人を対象にしてい
るのか�

�� プロの歌い手ではなく一般の人を対象にしている．
�� 堀内 子音と母音のどちらで人間がテンポを感じるかを考え

るとどうなのか�またリアルタイム性についてはどうか�
�� 一応，母音の頭の部分で歌唱を検出している．子音につい

ても今後検討したい．またリアルタイム性はまだまだ向上
していく必要がある．

�� 平賀 �図書館情報大� 母音の認識について．曖昧な母音が
発声された場合，それでも１つの母音を答えとするのか判
定不能にしているのか�

�� 検出不能としている．
�� 坪井 �千葉職業短大� ビデオで見せてくれたデモは，あま

りに極端にテンポが変わりすぎていて現実的ではない．も
う少し音楽的に意味のある例を示すべきだ．

��� 尺八譜の自動認識システム
中屋真紀� 松島俊明 �東邦大�

�	� 	
��
��版尺八譜の手書き入力編集システム
臼井淑晃� 松島俊明 �東邦大�

記録� 東英司 �早大�

�� 平賀 一般の手書き文字認識との違いは�
�� 文字セットが少ないので尺八譜の文字認識は扱いやすい．

一方，字と字の重なりを切り分けるのは困難．
�� 平田 �
��� メリ，カリを ���にするのは容易だが逆に

���から尺八譜への変換はできないのか�
�� 同音でも指が違う場合があるので不可能です．
�� 橋本 �早大� 文字認識は座標で見ているのか�
�� 書き順を変えてもある程度 	
．８０％以上の類似度で

トータルで高いものを認識された文字としている．
�� 出口 �攻玉社工科短大� 箏曲の楽譜を作っていただけませ

んでしょうか�

�� アドバイスしていただけるのであれば検討します．

��� �������� ワークショップ「�� と音楽における課題
� 評価」の開催報告 平田圭二 �����
質疑なし．

�臨時� �������の報告 平賀譲 �図書館情報大�
質疑なし．

�
� 高速 �ビット信号処理 山崎芳男� 及川靖広 �早大�
記録� 東英司 �早大�

�� 平田 普通の計算機で１ビットの演算をするのは適していな
いのでは�

�� 大きな理由としては 
�変換器を安物のオペアンプやト
ランジスタで精度の高いものを作れるから．また，色々な
システムに変換する時にも高い周波数で �ビットにして
おくと都合がよい．当初，デジタル信号処理特に畳み込み
演算において，かけ算がゲートだけでできるので音響信号
処理にもメリットがあると考えハードウェア的に試みた．
今ではパソコンや���が高速になり，逆にソフトでこれ
を処理すると時間がかかりメリットはない．そこで，我々
は取る所，出す所，とっておく所などは �ビットにしてお
き，マルチビットが有利な部分はマルチビットを使うよう
な方向で考えている．

�� 平賀 一般調和解析の収束特性について，自乗の積分を０に
もっていく形になっているが，スパイクみたいなピークが
残ることや，フーリエ解析の際，ギッブスの現象などは起
きるのでしょうか�

�� 孤立したピークやランダムピークについてはこの方法では
収束しない．

��� 施設見学
マルチメディアスタジオ

ハイパーソニックエフェクトのデモ
仮想音環境のデモ

ディジタルアトリエ
インターメディア作曲講座

学生の作品紹介� 授業見学

�


